




























































































た。同じ著者の『哲学史綱要（Grundriss der Geschichte der Philosophie）』第二版（1816年）
緒論の次のような記述を見ても、そのことは明らかである。





























































































































22）Zeller 1852a：29, cf. 41, 44, 47, 54, 208, 288, 338－339. さらに、第三部（第二分冊）の巻末事項索引にも、
「Erkenntniss」という項目の下に「Erkenntnisstheorie des Sokrates」という項目が立てられている
（Zeller 1852b：967）。ただし、そこで指示されている第二部の40頁に見られるのは「認識の理論（eine 








































































33）Zeller 1844： 4 .







































































46）カントへの復帰は早くも1852年にフォルトラーゲ（Carl Fortlage, 1806－1881）とフィッシャー（Kuno 
Fischer, 1824－1907）とによって同時多発的に口にされている（cf. 渡邉 2013：177－179）。しかし、い
ずれもヘーゲル没後の党派争いの文脈のもとでフィヒテと抱き合わせに口にされたものであり、そうい
う意味では自然科学的認識論の先駆としてのカントへの復帰を説いた1855年のヘルムホルツの講演「人
間の視作用について（Ueber das Sehen des Menschen）」こそ、真に画期をなすものであった。そこでヘ
ルムホルツ（Hermann von Helmholtz, 1821－94）は「カメラ・オブスクラ」に擬えられる人間の視覚メ
カニズムについて説明した後、次のようにいっている。「われわれの知覚様式が外的客観によってのみ
ならずわれわれの感官の本性によっても条件づけられているということは、上述の事実によって非常に
















































そしてヘーゲルへと至ってこの思想は「宇宙の弁証法的構成（dialektische Construction des 
Universums）」という試みにまで行き着くが、とはいえそれは「人間の認識作用の諸制約を無































































61）Zeller 1862［1877：491－ 2 ］.
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